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地
域
を
ま
る
ご
と 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化 

教育部会 

自治部会 

福祉部会 

地
区
の
全
世
帯
が 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
構
成
員 

川
西
町
吉
島
（
よ
し
じ
ま
）
地
区
で
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
、
平
成

19
年
９
月
に
地
区
の
７
５
２
世
帯
全
部
が
加

入
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
た
。 

「
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
４

つ
の
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
会
員
（
各
世
帯
）

は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
部
会
に
所
属
し
て
い

る
。
福
祉
部
会
で
は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
世

代
間
交
流
活
動
を
実
施
。
教
育
部
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
を
公
民
館
か
ら
小
学
校
に
通
わ
せ

る
２
泊
３
日
の
通
学
学
習
を
実
施
す
る
な
ど
、

各
部
会
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
次
世
代
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
た
め
、
活
動
全
体
を
ま
と
め
る
事
務

局
に
は
、
地
域
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
た
若
者

を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
る
。 

設
立
か
ら
４
年
。
最
近
は
、
会
議
や
研
修
会

へ
の
参
加
者
も
増
加
し
て
お
り
、
地
域
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
。 

５ 

川西町吉島 
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地域づくりの仕掛け人 高橋由和さん 
ＮＰＯ法人きらりよしじまネットワーク 事務局長 

ＮＰＯ法人きらりよしじまネットワークに関するお問合せ先  Tel. 0238-44-2840 

企
業
と
の
連
携 

に
よ
る
地
域
づ
く
り 

「
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

産
直
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の

ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

「
ロ
ー
ソ
ン
川
西
吉
田
店
」
の
一
画
に
開
設
し

て
い
る
産
直
施
設
「
き
ら
り
産
直
市
場
」
だ
。

ま
た
、
農
産
物
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
月
２

回
駐
車
場
で
朝
市
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地
域

づ
く
り
の
仕
掛
け
人
、
高
橋
さ
ん
が
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
賛
同
す
る
企
業
に
働

き
か
け
て
実
現
し
た
も
の
だ
。 

産
直
市
場
は
地
元
住
民
な
ど
の
登
録
制
で

運
営
し
て
い
る
。
野
菜
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で
な

く
、
川
西
町
特
産
の
「
紅
大
豆
」
を
使
っ
た
加

工
食
品
の
専
門
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。 

産
直
市
場
の
営
業
時
間
は
、
午
前
９
時
半
か

ら
、
平
日
が
午
後
６
時
ま
で
、
土
日
は
午
後
１

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。 

コ
ン
ビ
ニ
内
に
は
、
産
直
の
ほ
か
町
報
な
ど

を
置
く
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
「
地
域
の
居

場
所
の
ひ
と
つ
」
と
し
て
地
域
住
民
の
好
評
を

得
て
い
る
。 

ローソン川西吉田店（川西町大字吉田５８９６－５） 

川西町の特産品 紅大豆コーナー 

地域力 

６

川西町吉島
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ＮＰＯ法人ってなに？ 

 
 
 
 
 

ＮＰＯ法人 
株式会社 

農事組合法人 等

法人  
 
 
 
 

 
自治会・ＰＴＡ・サークル 

農地水組織 等 

人格なき社団 

組織運営、多数決等 

の規定を備える団体 

 
個人 

ＮＰＯ法人とは、社団法人の一種で、県や市町村等の認可を受けて設立された法人のこと。 

特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）に基づく法人で、以下の特徴がある。 

特定 まちづくり、環境保全活動、経済活性化活動等の１７の特定分野が対象。 

非営利 
会社のように儲かった分を出資者に分配しないこと。 
事業収入を得たり、職員が給料をもらったりすることは構わない。 

法人 人の集まりや財産を法律上、個人と同様に権利・義務の主体として扱うこと。 
 

ＮＰＯ法人に関するご相談は、各認証機関の相談窓口にお問い合わせください。 

設
立
発
起

設
立
申
請 

登
記
申
請 

登
記
完
了 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ス
タ
ー
ト 

認証機関 

① 市町村（山形市、上山市、村山市、河北町、南陽市、 

庄内町のみに事務所を置く場合） 

② 山形県（①以外で山形県のみに事務所を置く場合）

認
証 

 
 

法務局 

設立までの流れ 

設立総会 （１０人以上） 

資本金 

 
設立費用 
（印紙税等） 

０ 円
 

０ 円 

地域共同活動の新たな可能性 

７

法人のメリット 

法人名義で 

  銀行口座が作れる。 

  契約できる。 

  財産を取得できる。 

社会的信用

が高まる 

ＮＰＯ法人に関するお問合せ先 県民活動プロスポーツ支援室ＮＰＯ活動推進担当 Tel. 023-630-2284 
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菜
の
花
で
地
域
に
力 

を
呼
び
戻
せ 

 

山
あ
い
に
開
け
た
朝
日
町
水
本
（
み
ず
も

と
）
集
落
。
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
担
い
手

不
足
か
ら
田
ん
ぼ
、
ホ
ッ
プ
畑
、
牧
草
地
な

ど
の
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
悩
む
町
は
、
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
て
地
域
農
業
を
支
援
す

る
団
体
を
募
集
し
て
い
た
。 

一
方
、
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
菜

の
花
を
栽
培
し
て
、
そ
れ
を
原
料
に
し
て
ト

ラ
ッ
ク
の
燃
料
に
す
る
環
境
負
荷
軽
減
対

策
に
取
り
組
も
う
と
事
業
候
補
地
を
探
し

て
い
た
。 

お
互
い
の
目
的
が
一
致
し
、
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
地
区
の
住
民
で
構
成
す
る
協
議
会
を

設
立
し
、
町
と
連
携
し
て
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

取
り
組
み
は
５
年
目
を
む
か
え
、
耕
作
放

棄
地
だ
っ
た
場
所
は
、
一
面
の
菜
の
花
畑
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
５
月
の
連
休
明
け
に
開

催
さ
れ
る
「
水
本
菜
の
花
観
写
祭
」
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

８

菜の花
プロジェクト 

朝日町水本

!! 
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９ 

地域力 

菜の花プロジェクトに関するお問合せ先 朝日町産業振興課 Tel. 0237-67-2114 

水本菜の花協議会 
会長 岡崎吉博さん 

（なたねゆ、なたねあぶら） 

主に西洋アブラナから採取した植物油脂の一種。 

水本地区では「キラリボシ」という品種の菜の花を栽培

しており、キラリボシから精製される油には「エルシン酸」

が含まれないため、健康に良いと言われている。 

出
荷 

油を搾る 

［脱蝋］ 

蝋（ろう）分
を取り除く

［脱色］

色を 
取り除く

［脱臭］ 

においを 
取り除く 

菜の花栽培

なたね油

学校給食等
廃食油

公共施設・家庭

燃料精製・使用 

種子代

菜の花まつりは 

5月の連休明けです。 

皆さん見にきて 

ください。 

種まき （９月～１０月） 開花 （５月） 収穫 （７月） 

乾
燥
・脱
粒 

精製
しぼ 

「かぶ」や「白菜」も菜の花？

一般的にアブラナ

の花を菜の花と呼ぶ

が、アブラナ科に属

するかぶや白菜など

の花も菜の花と呼ば

れている。 

県トラック協会と連携した
資源循環プロジェクト 
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巡
視
員
の
一
日 

地
す
べ
り
を
監
視
す
る
巡
視
員 
地
す
べ
り
か
ら 

 

農
地
を
守
る
仕
事
人 

鬼坂峠地区巡視員 後藤 勇さん 

① 日常点検（月１回） 
   区域内の施設をチェックし、

報告書を総合支庁に提出 

② 定期点検（融雪時） 

   総合支庁職員とともに点検 

③ 緊急時点検 
   緊急時（集中豪雨、長雨、地

震時）は、被害の有無に関わら

ず緊急点検を実施して総合支庁

に報告 

巡視員 後藤さんの仕事 

１０

庄
内
平
野
を
遠
く
に
望
む
中
山
間
地
域
の
静
か

な
農
村
集
落
、
鶴
岡
市
坂
野
下
に
位
置
す
る
鬼
坂

峠
地
区
。
こ
の
地
区
で
巡
視
員
を
務
め
て
い
る
後

藤
勇
さ
ん
の
点
検
に
同
行
し
た
。
点
検
す
る
の
は

井
戸
（
集
水
井
）
。
こ
の
地
区
に
は
４
箇
所
の
井
戸

が
あ
り
、
地
す
べ
り
の
原
因
と
な
る
地
下
水
の
上

昇
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
斜
面
に
亀
裂
・
陥
没
が

な
い
か
な
ど
も
点
検
、
全
て
異
常
は
な
か
っ
た
。

過
去
に
は
、
大
雨
が
降
っ
た
後
に
田
ん
ぼ
の
法

面
（
の
り
め
ん
）
が
崩
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

後
藤
さ
ん
が
い
ち
早
く
そ
の
事
態
に
気
づ
き
、
被

害
の
拡
大
を
防
止
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
方
々
の
日
頃
の
活
動
に
よ
り
安
全

が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
覚
え
て
お
き
た
い
。

山
形
県
内
に
は
、
多
く
の
地
す
べ
り
区
域
が
あ

り
、
地
す
べ
り
区
域
の
安
全
を
担
う
の
が
〝
農
地

地
す
べ
り
防
止
区
域
巡
視
員
〞
で
あ
る
。
月
に
一

度
の
日
常
点
検
の
ほ
か
に
、
集
中
豪
雨
や
地
震
等

の
緊
急
時
に
も
施
設
を
点
検
し
、
地
域
の
安
全
安

心
の
た
め
、
地
道
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

木が傾いていないか

などを目安に、斜面の

異常をチェック!! 

鶴岡市鬼坂峠
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雨水・雪解け水  

水
位 

地すべりの
かたまり 

すべりやすい
粘土層 

浮力 
（持ち上げる力）

地下水位 
上昇 水

位
水を含んで
重くなる 

地すべり 
発生 

地すべり発生のメカニズム 

地すべりとは、土地の一部が地下水などを原因に

すべりを起こし、移動する現象である。 

地すべりは、一般に粘土などの水を通しにくい地

層の上の層が、雨水や雪解け水によって地下水位が

上昇することにより浮力が生じて、すべってしまう

ために引き起こされる。 

地すべりを防ぐ対策工事 

地すべり対策は、発生の主要因である地下水位を低

下させる工事がメインで、地表水をすみやかに下流に

流すための水路の整備や地下に穴を掘って地下水を

抜く対策などがある。 

表面排水工 

横ボーリング工 

集水井工 

排水トンネル工 

集
しゅう

水井工
すいせいこう

 
地すべりを抑止するため、地表

から直径４ｍ程度の井戸を掘り、

井戸内部からすべり面に向けて、

横方向に排水用井戸を設けて地下

水を抜く施設。 

１１ 

地下水位

地すべりと農地 
 

地すべり地は、地すべり活動に

よって緩やかな斜面が形成され

るため、農地として利用できるこ

とが多く、古くから棚田などが造

られ農業が営まれてきた。湧水や

地下水が豊富なので、おいしいお

米の産地でもある。 

「地すべり」とは？ 
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飯
豊
の 

炭 

１２

みなさん、山形県産の「炭」はご存知ですか。 

「炭」といえば、西置賜地域が盛んです。 
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炭焼きの工程 
１．原木の切り出し：山から原料のナラを伐採。 

２．窯詰め（木くべ）：束にした原木を奥の方から詰め

ていく。（１日目） 

３．口焚き：原木の水分を抜く作業。白い煙が出る。 

（2日～3日目） 

４．焼火：点火開始（4日～6日目） 

５．精煉：炭化後、窯口をしだいに開けて空気を送り、

短材の樹皮を燃やして赤熱させる。 

（6日～7日目） 

６．窯出し：少量ずつ窯口から取り出す。 

（7日～8日目） 

７．消火：炭床に集め、直ちに素灰をかける。 

隅焼き窯。粘土室の土を使用。 

伐採した木を適度に機械で  割り出している様子。 

詰
め
火
を
入
れ
る
。 

良
質
な
炭
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
使
用
時
に

燻
煙
（
く
ん
え
ん
、
不
快
な
煙
り
の
こ
と
）

や
爆
跳
（
ば
く
ち
ょ
う
、
炭
が
は
じ
け
る

こ
と
）
が
出
な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
に
佐

藤
さ
ん
は
、
水
分
や
木
酢
液
（
も
く
さ
く

え
き
）
を
抜
く
手
間
を
丁
寧
に
か
け
る
。

 

炭
を
使
う
こ
と
は
、
森
を
守
り
、
山
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
「
や
ま
が
た

の
炭
」
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。 

炭火焼  
やきとり とりまる 
 
山形市中野 260 
℡ 023-681-1517 

とりまる店主 
落合さん親子 

 白炭は遠赤外線効果があるの

で、中までしっかり火が通る

よ！佐藤さんの炭で、美味しく

焼いています！ 

■連絡先 
山形県飯豊町手ノ子 2367-1

佐藤 利助 さん 

 職人の技！ 
窯を開けて様子を確認するこ

とができないため、煙と匂いで

判断する。この見極めが長年の

経験でなせる技。 

 

１３ 

森
林
に
恵
ま
れ
た
山
形
県
。
古
来
よ
り

森
林
を
生
か
し
た
生
業
（
な
り
わ
い
）
が

営
ま
れ
て
き
た
。 

そ
の
一
つ
が
「
炭
焼
き
」
で
あ
る
。
輸

入
品
の
増
加
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ

り
減
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
今
で
も
県
内

各
地
で
、
炭
焼
き
の
技
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。 

飯
豊
町
の
佐
藤
さ
ん
も
そ
の
一
人
。
山

形
県
の
木
炭
品
評
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
も
あ
る
白
炭
づ
く
り
の
達

人
だ
。 

白
炭
と
は 

炭
に
は
白
炭
（
し
ろ
ず
み
、
は
く
た
ん
） 

と
黒
炭
（
く
ろ
ず
み
、
こ
く
た
ん
）
が
あ

る
。
普
段
よ
く
見
か
け
る
黒
い
炭
は
黒
炭

だ
。 白

炭
は
、
文
字
ど
お
り
白
い
色
を
し
た

炭
で
あ
る
。
製
造
過
程
で
表
面
に
白
い
灰

が
つ
く
た
め
白
く
な
る
。
非
常
に
硬
く
、

叩
く
と
高
い
金
属
音
が
す
る
。
火
持
ち
が

よ
く
、
安
定
し
た
強
い
火
力
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
炭
火
焼
に
こ
だ
わ
る
飲
食
店
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
る
。 

県
産
炭
の
ス
ス
メ 

佐
藤
さ
ん
の
炭
焼
き
の
工
程
は
原
木

の
切
り
出
し
か
ら
始
ま
る
。
地
元
の
山
の

ナ
ラ
が
原
料
だ
。
そ
れ
を
窯
（
か
ま
）
に
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１４

さ

け

が

わ

む

ら 

自
然
豊
か
な 

滞
在
型
森
林
公
園 
 

山
形
県
の
北
部
、
最
上
圏
域
の
北

西
に
位
置
す
る
鮭
川
村
。
村
の
中
央

を
南
下
す
る
清
流
鮭
川
に
沿
っ
て
、

農
地
や
居
住
地
が
ひ
ら
け
た
農
山
村

地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
山
々
に
囲
ま

れ
、
め
ぐ
み
豊
か
な
自
然
が
、
お
い

し
い
山
の
幸
を
育
み
、
山
形
県
の
き

の
こ
の
半
分
以
上
を
生
産
す
る
「
き

の
こ
の
里
」
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

鮭
川
村
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
平
成
11

年
に
完
成
し
た
滞
在
型
の
森
林
公
園

で
あ
り
、
総
面
積
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

雑
木
林
を
生
か
し
た
い
ろ
い
ろ
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
四
季
を
通
し
て
用

意
さ
れ
て
い
る
。 

冬
も
楽
し
い
エ
コ
パ
ー
ク 

エ
コ
パ
ー
ク
周
辺
に
は
、
秋
に
鮭

ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
「
鮭
の
子
公
園
」

の
ほ
か
、
ト
ト
ロ
の
木
で
有
名
な
「
小

杉
の
大
杉
」
、
湧
水
に
恵
ま
れ
た
「
米

湿
原
」
、
鮭
川
を
一
望
で
き
る
「
大
平

山
」
な
ど
自
然
豊
か
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

も
ち
ろ
ん
、
冬
も
各
種
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
な
ど
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

充
実
し
て
い
る
。 

鮭川村エコパークマップ

Р

Р 
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１５ 

大平山

35 

308

315

458

周辺マップ

 
米集落を抜けると「米湿原」と呼ば

れる湿原が広がる。湿原には貴重な

動植物が生 

息しており、 

米集落など 

が保全活動 

に取組んで 

いる。 

米湿原（ヨネシツゲン） 

 
コテージ、オートキャンプ場などが

完備。木の子の森センター内カフェ

では、「きのこしゃぶしゃぶ」「きの

こパスタ」な 

どの特産きの 

こを使った食 

事を提供して 

いる。 

鮭川村エコパーク 

鮭川村役場

 

 

 

◆ 食の体験                12月～3月 

 そば打ち体験 

 バウムクーヘンづくり体験 

 ピザ焼き体験（地元産きのこピザ） 

◆ 冬の里山トレッキング          1月～3月 

 エコパークの里山コース（スノーシュー自然体験） 

 大平山かんじきコース（鮭川展望） 

 米湿原かんじきコース（米湿原周回） 

 米のっこしかんじきコース（峠越え鮭川展望） 

◆ 巨木めぐりトレッキング（トトロの木など）1月～3月 

◆ エコパーク雪体験            1月～3月 

 スノーモービルで引くソリ遊び 

 チューブスライダー 

 イグルーづくり体験（かまくらづくり） 

◆ 雪と格闘体験（雪下ろし体験など）    1月～3月 

冬の体験プログラムが充実!! 

 
鮭川村の秋の一大イベント「鮭まつ

り」の会場。 

川魚のミニ 

水族館など 

もある。 

鮭の子公園 

※プログラム詳細、料金等は下記へ問い合わ

せ願います。 

お問合せ先 

 鮭川村エコパーク 
  Tel ０２３３－５５－４４５５ 
  (９時～１７時 火曜休み) 

458

47 

58 

328

 
１０００年以上の樹齢をほこる天

然杉。地元では芯が２本あるところ

から夫婦杉、 

縁結びの杉 

といわれる。 

トトロの木 

として有名。 

小杉の大杉（トトロの木）
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置賜伝統冬野菜豆もやし 

小
野
川
温
泉
の
看
板 

箱
入
り
ム
ス
メ
。 

小
野
川
の
豆
も
や
し
の
特
徴
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
そ
の
長
さ
。
普
通
の
も
や
し

の
４
倍
近
く
も
あ
る
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
歯
ご
た
え
で
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
、
B2
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
だ
。 

地
元
で
は
、
豆
も
や
し
入
り
の
ラ
ー
メ

ン
も
提
供
し
て
い
る
。
小
野
川
温
泉
に
出

か
け
た
際
は
ぜ
ひ
伝
統
の
豆
も
や
し
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
。 

 

山
形
県
内
有
数
の
豪
雪
地
で
あ
り
、

温
泉
地
と
し
て
も
有
名
な
小
野
川
。 

こ
の
地
で
明
治
の
初
期
か
ら
作
り

続
け
ら
れ
て
い
る
豆
も
や
し
が
あ
る
。

温
泉
客
が
減
る
冬
場
の
大
事
な
収
入

源
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
だ
。 

栽
培
方
法
も
温
泉
地
な
ら
で
は
だ
。

毎
年
11
月
に
な
る
と
、
室
堀
小
屋
（
む

ろ
ほ
り
ご
や
）
と
呼
ば
れ
る
小
屋
を
建

て
る
。
こ
れ
を
温
室
に
し
て
豆
も
や
し

を
栽
培
す
る
の
だ
が
、
熱
源
は
な
ん
と

温
泉
の
お
湯
だ
。 

豆
も
や
し
の
育
て
方
も
昔
な
が
ら

の
方
法
に
こ
だ
わ
る
。
室
（
む
ろ
）
と

呼
ば
れ
る
木
箱
の
中
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
に
含
ま
れ
る
川
砂
を
敷
き
、
種
を

ま
く
。
そ
し
て
、
筵
（
む
し
ろ
）
や
藁

（
わ
ら
）
を
編
ん
で
作
っ
た
コ
モ
を
か

ぶ
せ
、
温
度
管
理
を
し
な
が
ら
大
切
に

育
て
て
い
る
。 

１６

米沢市役所 

  ◎ 

南米沢駅

  文 

西米沢駅 

米沢駅

至 川西、長井方面 
至 高畠方面

小野川温泉 

★ 

上杉神社 

121 

121

233 

13 

234 
2 

3 
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豆もやし栽培の工程 

天然の温室 『室堀小屋』 断面図 

藁を敷き終わった室の様子。 

この状態で一週間おく。 

洗った豆もやしを持ち

帰り、一束３００ｇにな

るよう計量しながら、藁

で束ねる。  

収穫。 

根が這っている

ので、ブロック状

に収穫する。 

 

収穫後、豆もやしについ

た砂を洗い除く。 

もやし豆（種）は一昼夜水分

を吸わせ、発芽しやすくして

おく。 

室の上に、砂を平にな

るように敷く。 

種まき後の４日目から朝夕、

室の温度確認を行う。 

７６

３ 

５ 

２ 

１ 

４ 

共同浴場 尼湯 

ホテル山川 
共同浴場 滝湯 

やな川屋 

旭屋 
うめや 

登府屋

弁天食堂 

龍華食堂 
佐藤豆腐屋 

小野川駐在所

大
樽
川

かまくら村 

旅館組合事務所

至 米沢市

至 白府温泉、天原台 

Р

Р

小野川温泉MAP 

■お問合せ 
小野川温泉旅館組合 

℡0238-32-2740 

１７ 

室の下を温泉が流れる
室
むろ 

木 

かや 

コモやトバ、わら等 

木箱 

砂 もやし豆

■ 室堀小屋（むろほりごや） 
小野川の豆もやし栽培では、室内を常時３０℃ 

に保つよう、温泉のお湯をうまく利用している。 

■ 大樽川の砂（おおたるかわのすな） 
大樽川の砂には、ミネラルが豊富に 

含まれている。 
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■お問合せ  たかはた地産館  ℡ 0238-57-2140 
営業時間 （4/1～11/30） 8：45～17：00 

                     （12/1～3/31） 9：15～16：45  年中無休。 

高畠駅 

★ 

たかはた
地産館

13

至 米沢

至 赤湯駅 113 

7

南陽 
高畠 IC 

山形の特産品大集合

 

５０円切手を 

お貼り下さい 

〒９９０－８５７０

山形市松波２-８-１ 
山形県農山漁村計画課 
農山漁村振興担当 

ｎｏｒａｒｉ 事務局 行 

読者プレゼント 

読者プレゼント 
 
 
 
 
鮭川産「きのこ詰め合わせセット」を１０名様
にプレゼント。ご希望の方は、左のアンケート
に記入してお送りください。（官製はがき可） 
※当選者の発表は、発送をもって発表に代え
させていただきます。 
※ご応募によって得られたアンケートの情報
は、個人情報を含まない形での紙面への公
表等に使用させていただく場合があります。

アンケートにご協力ください 
Ｑ１ 本誌の内容はいかがですか？ 

      おもしろい     普通      つまらない 

Ｑ２ 皆さんの活動や産品で本誌に掲載してみたい 

ものがありましたらご記入ください。 

 

Ｑ３ 本誌に関するご意見をご記入ください。 

次号予告 

次号春号は、４月中旬発行予定！ 

読者プレゼント希望欄 
プレゼント希望の場合は、「レ」を付けてください。 
応募締切は、２０１２年３月１０日までです。 

お名前 

ご住所 〒     -          
 
お電話番号 

発行 ｎｏｒａｒｉ編集委員会 

〒990-8570 山形市松波 2-8-1 

山形県農山漁村計画課 
      「ｎｏｒａｒｉ事務局」 Tel 023-630-2416 

協力 山形県農村振興技術連盟 

地域活動情報をお寄せください。 

佐藤利助さんの「白炭」。 

硬質のため、火持ち、火力とも

によい。３ｋｇ ９８０円 

鈴木巌さんの「豆もやし」。 

小野川温泉街で主に販売され

ている。たかはた地産館のほ

か、米沢の大沼やヨークベニ

マルにも出荷している。 

数量限定。 
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「アスパラガス」の ２億円産地 
（最上町全域） 

「ねぎ」の 大区画ほ場栽培 
（鮭川村鮭川左岸地区） 

「にら」の広域産地 
（金山町、真室川町他） 

「大豆-小麦-ソバ」の2年3作栽培
（山形市村木沢、大郷、志戸田地区）

気候を活かした「啓翁桜」団地 
（上山市鴫谷地地区） 

おうとう「紅秀峰」の里づくり 
（寒河江市 ４地区） 

「パプリカ」の産地形成 
（遊佐町漆曽根、水上地区） 

「赤ねぎ」の産地育成 
（酒田市飛鳥地区） 

「だだちゃ豆」 の産地拡大 
（鶴岡市全域） 

山腹から移行した 「ブドウ」団地 
（南陽市椚塚地区） 

契約栽培による「秘伝大豆」栽培 
（高畠町亀岡地区） 

「紅大豆」での産地づくり 
（川西町たまにわ東沢、川西東部地区）

お問合せ  村山総合支庁 農業振興課 TEL 023-621-8144    最上総合支庁 農業振興課 TEL 0233-29-1316 

                         農村計画課 TEL 023-621-8388                 農村計画課 TEL 0233-29-1341 

置賜総合支庁 農業振興課 TEL 0238-26-6051    庄内総合支庁 農業振興課 TEL 0235-66-5509 

                         農村計画課 TEL 0238-26-6057                 農村計画課 TEL 0235-66-5549 

県庁     農村整備課 TEL 023-630-2535 検索水田畑地化 で 

山形県では、転作田での畑作の本作化に取組む皆さん

のため、基盤整備や施設整備、排水機材の導入を支援す

る『水田畑地化対策』を進めており、今年度から『二期

対策』がスタートしました。 
 
一期対策では、水田畑地化をきっかけに数多くの園芸

産地が誕生しています。 

皆さんも水田畑地化を契機とした所得の向上に取り

組んでみませんか。 
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地地域域づづくくりりワワーーククシショョッッププ運運営営支支援援
集集落落のの夢夢をを描描きき､､扉扉をを開開くくププロロググララムム

地域づくりワークショップとは、参加者が自 

由に考えを出し合いながら、地域の良さを見 

つけたり将来について話し合ったりする活動 

のことです。参加者どうし、互いの提案を尊重し 

ながら平等に話し合いを進めていきます。 

子どもからお年寄りまで、地域のあるもの探しで見つけた 

お宝をみんなで育ていくプログラムです。地域が元気になる仕掛 

けがいっぱいある地域づくりワークショップに取り組んでみませんか。
関関心心  参参加加  

発発見見
理理解解

創創造造

お問い合わせ先  村山総合支庁 農村計画課 TEL 023-621-8388  最上総合支庁 農村計画課 TEL 0233-29-1339 

                 置賜総合支庁 農村計画課 TEL 0238-26-6056  庄内総合支庁 農村計画課 TEL 0235-66-5549 

                 県庁農山漁村計画課 農山漁村振興担当 TEL 023-630-2416 




